　資本主義国家と言うのは、
　得意な人が得意なモノを生産し、それを市場で交換しあう。
　「私はこれを生産するぞー。」と言う者たちが、いろいろいて、それで巨大な、
　国家と言うモノを形成している。

　、、、国家と言うのは、効率良く生産するための集団活動なので、、
株式市場、、と合わせて、、、
　「国が、何を生産するかを、国民が決める。」と言うのが、
資本主義的民主国家の姿だと思う。

　いくつも問題があって、、、。。やっぱり、資本が分散する。
　生産性（合理性）を愛する者には、、やっぱりこれでは納得できない。

　風に乗るしかない中小零細企業ではしょうがないが、もっと規模の大きい、、上場企業クラスになると必ず、投下資本の回収とその後の利益率や、需給バランスの予測など、未来を見て、、。。そうしないと、（設備）投資の規模が小さくなり、生産効率が悪くなる。

　それから、今の日本やアメリカ社会では、、やっぱり、人によって富の量に大きな開きがあって、、「国家が何を生産するか、決めるのは、一部の金持ちだ。」って事になる。
　

、、、、世界陸上　見るかな、、、
